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東吾妻町消防団秋季点検を実施

《
平
成
30
年
度
秋
季
点
検
表
彰
者
一
覧
》

◆
精
勤
章
５
年（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
第
１
分
団
】
…	

立
川
亮
介
、
里
見
聡
一
郎

【
第
２
分
団
】
…	

田
中
芳
幸
、
金
澤
敦
洋
、

	

蜂
須
賀
善
則
、
荒
木
大
輔
、

　

	

松
井
裕
一

【
第
４
分
団
】
…	

湯
本
亮
一

【
第
５
分
団
】
…	

奥
木
慎
吾
、
猪
野
拓
郎
、

	

佐
藤
祐
介
、
佐
藤
悟
道

【
第
６
分
団
】
…	

飯
塚
喜
春

◆
精
勤
章
10
年（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
第
１
分
団
】
…	

小
池
範
幸
、
前
村
正
憲
、

	

上
原
芳
文

【
第
２
分
団
】
…	

宿
谷
龍
一
、
寺
嶋
龍
司

【
第
３
分
団
】
…	

根
津
武
文
、
丸
橋
亮
介
、

	

富
沢
那
緒
紀
、
雨
宮
康
二
、

	

田
中
友
也
、
小
林
裕
紀

【
第
４
分
団
】
…	

西
山
明
宏
、
土
屋
隆
一
、

	

高
橋
一
矢
、
橋
爪
千
晶

【
第
６
分
団
】
…	

大
塚
泰
政
、
青
木
智
郁

◆
精
勤
章
15
年（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
第
１
分
団
】
…	

片
桐
伸
也
、
大
前
修
一
、

	

唐
澤
文
彦
、
上
田
公
史

【
第
３
分
団
】
…	

小
林　

正
、
髙
𣘺
秀
一
、

	

田
中　

準
、
雨
宮
政
人

【
第
４
分
団
】
…	

渡
邉
史
郎
、
黒
岩
伸
一

【
第
５
分
団
】
…	

中
澤　

稔
、
奥
木
雅
範
、

	

西
山
和
真
、
飯
塚
卓
也
、

	

佐
藤
孝
弘

【
第
６
分
団
】
…	

大
塚
了
司
、
髙
橋
俊
夫
、

	
橋
爪　

卓
、
野
村
祥
司

◆
精
勤
章
20
年（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
本　
　

団
】
…	

久
保
弥
寿
志
、
渡
邊
義
孝

【
第
２
分
団
】
…	

青
木　

誠
、
茂
木
正
幸

【
第
４
分
団
】
…	

原
田　

均

【
第
５
分
団
】
…	

佐
藤　

肇

◆
精
勤
章
25
年（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
第
３
分
団
】
…	

渡　

一
浩

【
第
４
分
団
】
…	

霞　

昌
弘
、
井
村
真
二

【
第
５
分
団
】
…	

青
木　

貴

◆
精
績
章
（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
第
１
分
団
】
…	

小
池
範
幸
、
前
村
正
憲
、

	

上
原
芳
文

【
第
２
分
団
】
…	

宿
谷
龍
一
、
寺
嶋
龍
司

【
第
３
分
団
】
…	

根
津
武
文
、
丸
橋
亮
介
、

	

富
沢
那
緒
紀
、
雨
宮
康
二
、

	

田
中
友
也
、
小
林
裕
紀

【
第
４
分
団
】
…	

西
山
明
宏
、
土
屋
隆
一
、

	

高
橋
一
矢
、
橋
爪
千
晶

【
第
６
分
団
】
…	

大
塚
泰
政
、
青
木
智
郁

◆
永
年
勤
続
功
労
章

 　
（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
第
２
分
団
】
…	

青
木　

誠

【
第
３
分
団
】
…	

富
澤　

巌

【
第
４
分
団
】
…	

加
部　

武

【
第
５
分
団
】
…	

内
田
圭
亮

◆
功
労
章
（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

【
本　
　

団
】
…	

一
場
達
也

【
第
１
分
団
】
…	

劔
持
正
伸

【
第
６
分
団
】
…	

割
田
浩
喜

◆
永
年
勤
続
者
表
彰
10
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰
）

【
第
１
分
団
】
…	

小
池
範
幸
、
前
村
正
憲
、

	

上
原
芳
文

【
第
２
分
団
】
…	

宿
谷
龍
一
、
寺
嶋
龍
司

【
第
３
分
団
】
…	

根
津
武
文
、
丸
橋
亮
介
、

	

富
沢
那
緒
紀
、
雨
宮
康
二
、

	

田
中
友
也
、
小
林
裕
紀

東吾妻町消防団（中澤匡史　団長／ 314 人）が火災の多くなる季節を前に、スポーツ広場で秋季点検を実施し
ました。当日は天候に恵まれ、姿勢服装点検や放水試験のほか小隊訓練やポンプ操法、ラッパ隊吹奏などを

実施し、日ごろの訓練の成果を披露しました。なお、消防表彰・感謝状贈呈については以下のとおりです。（敬称略）

姿勢服装点検機械器具点検分列行進

放水試験
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【
第
４
分
団
】
…	

西
山
明
宏
、
土
屋
隆
一
、

	

高
橋
一
矢
、
橋
爪
千
晶

【
第
６
分
団
】
…	

大
塚
泰
政
、
青
木
智
郁

◆
永
年
勤
続
者
表
彰
15
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰
）

【
第
１
分
団
】
…	

片
桐
伸
也
、
大
前
修
一
、

	

唐
澤
文
彦
、
上
田
公
史

【
第
３
分
団
】
…	

小
林　

正
、
髙
𣘺
秀
一
、

	

田
中　

準
、
雨
宮
政
人

【
第
４
分
団
】
…	

渡
邉
史
郎
、
黒
岩
伸
一

【
第
５
分
団
】
…	

中
澤　

稔
、
奥
木
雅
範
、

	

西
山
和
真
、
飯
塚
卓
也
、

	

佐
藤
孝
弘

【
第
６
分
団
】
…	

大
塚
了
司
、
髙
橋
俊
夫
、

	

橋
爪　

卓
、
野
村
祥
司

◆
永
年
勤
続
者
表
彰
20
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰
）

【
本　
　

団
】
…	
久
保
弥
寿
志
、
渡
邊
義
孝

【
第
２
分
団
】
…	
青
木　

誠
、
茂
木
正
幸

【
第
４
分
団
】
…	

原
田　

均

【
第
５
分
団
】
…	

佐
藤　

肇

◆
永
年
勤
続
者
表
彰
25
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰
）

【
第
３
分
団
】
…	

渡　

一
浩

【
第
４
分
団
】
…	

霞　

昌
弘
、
井
村
真
二

【
第
５
分
団
】
…	

青
木　

貴

◆
成
績
優
良
者
表
彰

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰
）

【
第
２
分
団
】
…	

青
木　

誠

【
第
３
分
団
】
…	

富
澤　

巌

【
第
４
分
団
】
…	

加
部　

武

【
第
５
分
団
】
…	

内
田
圭
亮

◆
無
火
災
表
彰
・
分
団
１
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
表
彰
）

【
第
３
分
団
】【
第
４
分
団
】【
第
５
分
団
】

◆
無
火
災
表
彰
・
分
団
２
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
表
彰
）

【
第
２
分
団
】【
第
６
分
団
】

◆
無
火
災
表
彰
・
分
団
３
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
表
彰
）

【
第
１
分
団
】

◆
無
火
災
表
彰
・
部
５
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
表
彰
）

【
第
３
分
団
第
２
部
】【
第
４
分
団
第
３
部
】

◆
無
火
災
表
彰
・
部
10
年

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
表
彰
）

【
第
５
分
団
第
３
部
】

◆
退
職
消
防
団
員
報
償

　
（
消
防
庁
長
官
報
償
）

　

佐
藤
邦
彦
（
元
第
５
分
団
第
２
部
長
）

　

松
井
誠
治
（
前
第
３
分
団
長
）

　

若
色　

厚
（
前
第
４
分
団
長
）

　

大
塚
徹
也
（
元
第
６
分
団
長
）

　

町
田
祐
介
（
前
第
２
分
団
第
１
部
長
）

　

中
井
真
一
（
前
第
４
分
団
第
２
部
長
）

　

丸
橋
達
也
（
元
第
３
分
団
第
２
部
班
長
）

　

加
藤
正
樹
（
前
第
５
分
団
第
３
部
団
員
）

◆
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰

　
（
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰
）

　

青
木　

聡
（
前
第
２
分
団
長
）

　

松
井
誠
治
（
前
第
３
分
団
長
）

　

若
色　

厚
（
前
第
４
分
団
長
）

　

大
塚
徹
也
（
元
第
６
分
団
長
）

　

町
田
祐
介
（
前
第
２
分
団
第
１
部
長
）

　

中
井
真
一
（
前
第
４
分
団
第
２
部
長
）

　

佐
藤
邦
彦
（
元
第
５
分
団
第
２
部
長
）

　

丸
橋
達
也
（
元
第
３
分
団
第
２
部
班
長
）

◆
永
年
勤
続
退
職
団
員
感
謝
状
10
年
以
上

　
（
東
吾
妻
町
長
表
彰
）

　

青
木　

聡
（
前
第
２
分
団
長
）

　

松
井
誠
治
（
前
第
３
分
団
長
）

　

若
色　

厚
（
前
第
４
分
団
長
）

　

大
塚
徹
也
（
元
第
６
分
団
長
）

　

町
田
祐
介
（
前
第
２
分
団
第
１
部
長
）

　

中
井
真
一
（
前
第
４
分
団
第
２
部
長
）

　

佐
藤
邦
彦
（
元
第
５
分
団
第
２
部
長
）

　

松
本
忠
郎
（
元
第
６
分
団
第
１
部
長
）

　

齋
藤
貴
史
（
元
第
１
分
団
第
１
部
班
長
）

　

丸
橋
達
也
（
元
第
３
分
団
第
２
部
班
長
）

　

加
藤
正
樹
（
前
第
５
分
団
第
３
部
団
員
）

第２分団第１部に新車両が配備
　第２分団第１部の消防ポンプ自動車の老朽化に伴い
新車両に更新され 10 月 17 日に役場庭で引き渡し式
が行われました。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

安
全
対
策
係

　
（
担
当
藤
岡
剛
）

小隊訓練ラッパ吹奏

ポンプ操法
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町の財政事情を　　　　お知らせします

　町では「収入及び支出の概況」や「財産や借入金の状況」などを条例に基づき公表しております。公表の方法
としては広報の他に告示として町の掲示場に掲示しています。条例に基づく公表は自治法第 243 条の 3に規定さ
れているもので、毎年 2回行っています。（P4～ P6 に掲載）

一般会計上半期予算執行状況

平成 30年度
上半期

歳　出
上段：予算額

執行率
下段：執行済額

合　計
82億 6235 万 3 千円

35.2％
29 億 533 万 9千円

総務費
18億 5091 万 9 千円

23.5％
4 億 3492 万 7 千円

民生費
16億 9108 万 6 千円

43.5％
7 億 3530 万円

教育費
12億 6375 万 9 千円

42.5％
5 億 3771 万 8 千円

公債費
10億 4709 万 2 千円

43.6％
4 億 5664 万円

土木費
7億 8019 万 5 千円

13.2％
1 億 325 万 4千円

農林水産業費
4億 4987 万 9 千円

21.1％
9493 万 9 千円

衛生費
4億 4953 万円

38.0％
1 億 7078 万円

消防費
4億 1697 万 4 千円

57.9％
2 億 4127 万 2 千円

商工費
1億 8192 万 5 千円

32.9％
5987 万 2 千円

議会費
9831 万 2千円

51.2％
5038 万 4 千円

その他
3268 万 2千円

62.0％
2025 万 3 千円

歳　入
上段：予算額

執行率
下段：執行済額

合　計
82億 6235 万 3 千円

47.5％
39 億 2103 万 2 千円

地方交付税
26億 4721 万 9 千円

77.5％
20 億 5251 万 5 千円

町　税
18億 6535 万 6 千円

58.0％
10 億 8128 万 3 千円

町　債
10億 2610 万円

ー
ー

繰入金
6億 4467 万 1 千円

ー
ー

県支出金
4億 4941 万 4 千円

11.2％
5053 万 5 千円

国庫支出金
4億 3615 万 8 千円

30.4%
1 億 3258 万円

繰越金
3億 321 万 9千円

100.0％
3 億 321 万 9千円

地方消費税
交付金

2億 6000 万円
58.6％

1 億 5244 万 3 千円

諸収入
2億 4729 万 3 千円

16.1％
3969 万 8 千円

地方譲与税
1億 2220 万円

26.2％
3195 万 9 千円

その他
2億 6072 万 3 千円

29.5％
7680 万円

一般会計の状況

町の財政事情を　　　　お知らせします
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総　額
18 億

4453 万円

特　別　会　計 予　算　現　額 収　入　済　額 支　出　済　額

国民健康保険

事業
勘定

19 億 6695 万円 7億3996万円　　(37.6％ ) 6億 5463万3千円 (33.3％ )

施設
勘定

1億 119 万 2千円 3185万9千円(31.5％ ) 3581万8千円 (35.4％ )

後期高齢者医療 2億 874 万 9千円 1億 100万6千円(48.4％ ) 5969万8千円 (28.6％ )

介護保険 17 億 975 万 5千円 7億8994万7千円(46.2％ ) 7億 1372万7千円 (41.7％ )

地域開発事業 7036 万 7 千円 301万4千円( 4.3％ ) 2719万1千円 (38.6％ )

下水道事業 5億 3282 万 1 千円 9387万3千円(17.6％ ) 1億 6660万1千円 (31.3％ )

簡易水道 7941 万 4 千円 1263万5千円(15.9％ ) 3268万7千円 (41.3％ )

特別会計
収　　入 支　　出

予　算　現　額 収　入　済　額 予　算　現　額 支　出　済　額

水道
事業

収益的 2億 1263 万円 1億183万9千円(47.9％) 2 億 801 万 9 千円 3876万5千円 (18.6％ )

資本的 9858 万 3 千円 ー 2億 2075 万 1 千円 5596万1千円 (25.4％ )

(		) 内は執行率

特別会計上半期予算執行状況

公営企業会計

固定資産税（※ 1）
10 億 7273 万 1 千円（58.16％）

町民税（※ 2）
6 億 6315 万 1 千円
（35.95％）

軽自動車税（※ 3）
6269 万 2 千円（3.40％）

入湯税 186 万 9 千円（0.10％）

【町民税（調定額）】　18 億 4453 万円
◎町民１人あたり…合計 132,414 円

　人口 13,930 人（9月末現在）
※個々の「町民１人あたり」の金額は、
　調定額を単純に人口で除した数値

	※１	法人と町外者所有の固定資産税を含んでいます。
	※２	法人町民税を含んでいます。
	※３	法人所有を含んでいます。

町たばこ税
4408 万 7 千円（2.39％）町税の状況

科　目 町民 1人あたり
町民税 47,606 円
固定資産税 77,009 円
軽自動車税 4,501 円
町たばこ税 3,165 円
入湯税 134 円

町税・特別会計・公営企業会計の状況
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　町債とは、建設事業などの財源を
調達するため、金融機関などから長
期的に借り入れる資金です。

【平成 30 年９月 30 日現在高】
総　額　　　135 億 8645 万 8 千円
　　　　　（＋ 2億 9983 万 2 千円）
一般会計　　100 億 106 万 6千円
　　　　　（＋ 4億 17 万 3千円）
特別会計　　28 億 7162 万円
　　　　　（▲ 6071 万 1 千円）
公営企業　　７億 1377 万 2 千円
　　　　　　　（▲ 3963 万円）
※円グラフは事業内訳
※カッコ内は平成 29 年 6月 30 日
　現在に対しての増減額です。

町債の状況

◎土地…11,695,533㎡　◎建物…98,555㎡
◎山林…1,015.6㌶
◎基金
・現金…53 億 2525 万 6656 円　　（表①）

・土地（土地開発基金）
　取得価額…1億 6033 万 6221 円
　面積…29,677.98㎡
◎出資金…4億 5792 万 2953 円　　（表②）

表①　基金　	 （単位：円）

名称 現在高

財政調整基金 2,472,530,283
合併市町村振興基金 951,605,831
庁舎建設基金 945,242,833
公共施設等整備基金 363,802,845
福祉事業基金 112,009,668
介護保険介護給付費準備基金 86,478,701
国民健康保険基金 80,772,838
育英資金貸付基金 80,000,000
浄化槽市町村整備推進事業減債基金 70,962,228
土地開発基金 54,868,042
ふるさと応援寄附基金 25,643,799
指定地区公共施設等整備基金 18,515,317
ふるさと農村活性化対策基金 10,000,028
中山間保全対策基金 10,000,000
スポーツ振興基金 9,669,032
学校施設整備基金 8,138,983
地域開発基金 6,792,300
優良農業後継者褒賞基金 5,880,957
小中学校児童生徒善行表彰基金 3,101,872
学校基本財産積立金 2,794,879
その他基金 6,446,220

計 5,325,256,656

町有財産の状況

表②　出資金　	 （単位：円）

名称 現在高

東吾妻町水道事業出資金 219,500,000
吾妻ふるさと市町村圏基金出資金 193,886,000
群馬県信用保証協会出捐金 14,800,000
吾妻森林組合出資金 8,028,800
東吾妻町乳用牛貸付運営基金出資金 5,373,100
群馬県農業信用基金協会出資金 3,050,000
㈶群馬県消防協会基金出捐金 2,505,000
群馬県森林組合作業班員等雇用安定基金出捐金 1,922,000
地方公営企業等金融機構出資金 1,800,000
㈶群馬県養蚕振興協会基金出捐金 1,684,000
㈶群馬県農業後継者育成基金出資金 1,167,000
㈶群馬県農業後継者育成出捐金 1,050,300
㈶群馬県スポーツ振興事業団出捐金 981,000
㈳群馬県畜産協会寄託金 610,000
㈶群馬県長寿社会づくり財団出捐金 557,000
㈶群馬県工業技術振興基金出捐金 304,000
㈶ぐんま腎臓バンク出捐金 236,553
群馬県農業共済基金拠出金 230,200
㈳群馬県畜産協会出捐金 70,000
群馬県青果物生産出荷安定基金協会出捐金 60,000
その他出資金 108,000

計 457,922,953

町の財政事情　町債と財産の状況
■問い合わせ先
　役場企画課　財政係
	（担当一場達也）

一　

般　

会　

計

総額
135 億
8645 万 8 千円

総務費
50 億 2104 万 4 千円

(36.96％ )特
別
会
計

公営
企業

教育費
24 億 2532 万円

(17.85％ )

土木費
17 億 9159 万 7 千円

(13.19％ )

諸支出金
4686 万 8 千円
(0.34％ )

災害復旧費
634 万 8千円 (0.05％ )

消防費
1億 4604 万 2 千円 (1.07％ )

農林水産業費
2億 2329 万円 (1.64％ )

下水道事業
26億9339万9千円 (19.83％ )

国民健康保険（施設勘定）
797 万 1千円 (0.06％ )

簡易水道事業
1億 6833 万円 (1.24％ )

地域開発事業
192 万円 (0.01％ ) 水道事業

7億1377万2千円 (5.25％ )

民生費
3億 4055 万 7 千円

(2.51％ )

6



ひがしあがつまタウンニュース

新たに地域おこし協力隊員がやってきました
　10 月から町の新たな地域おこし協力隊員が活動を始めました。今後どのような活動をしていきたいのかなどイ
ンタビューをしました。

　 『町民の皆さんに「やっぱり彼が必要だ」と思われる人に
なれるよう頑張ります。』

　東吾妻町の交流自治体の杉並区から来た小川です。
　学生時代に映画の特撮技術を専門に学びました｡
　卒業後に東京のテレビ局に就職をして報道取材の仕事をして
いた時に､ 実家の眼鏡屋に呼び戻され､ 祖父の代から続く眼鏡
屋で働いてきました。安売り眼鏡屋の台頭で営業が難しくなり､
あこがれていた地方での就職を考えている時に､ 目にしたのが
東吾妻町の協力隊の募集でした｡ 仕事内容も鉄道の廃線を利用
した自転車型トロッコ業務という､ 興味深い内容だったので迷
わず応募させていただきました。
　学生時代から写真が大好きで､ 何処へ行くにもカメラを持ち
歩いています､ 町内で見掛けたら怪しまずに気軽に声を掛けて
ください。
　東吾妻町の皆さま､ これから宜しくお願いします｡

犬のしつけ方教室を開催しました
　吾妻地区獣医師会と吾妻郡６カ町村は、10 月 21 日㈰
に町コンベンションホールにおいて『犬のしつけ方教室』
を開催しました。
　JAHA認定、家庭犬のしつけインストラクター藤川祐子
さんをはじめ８名の先生方と愛犬８頭を招き、犬の「困っ
た癖」、「本能」、「学習」などを実演を交えて説明してい
ただきました。
　参加者は、これから犬を飼おうと思っている人や現在
も飼っている人とさまざまでしたが、先生のお話を真剣
に聞いていました。
　なかでも、『犬は叱っても覚えないこと』や『伸縮式リー
ドを散歩で使用することは、事故につながるため不向き』
などのお話は、知らなければやってしまいそうな事象で
した。
　参加した方からは、「丁寧に教えてもらえて良かった。
早速家でやってみたい」とか「もし来年も教室があるの
なら、また参加したい」などの声が上がりました。

　名　前　小川　貴司　（41 歳）
　出身地　東京都杉並区　
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Higashiagatsuma　Town News

　第 27 回太田地区芸能発表会が 10 月 14 日に太
田小学校体育館で開催されました。未就学児から
90 歳まで幅広い年代の方が参加し、音楽・英語
発表や大正琴、歌謡吟詠、民舞、阿波踊り、八木
節などが披露されました。写真は田中音楽教室の
生徒による音楽発表時の 1枚です。

	太田芸能発表会
地  区のつながりを深め

ホームカミングデーへ参加
東  洋大学との連携事業

　町は 10 月 28 日に東洋大学白山キャンパス（東
京都文京区）で開催された卒業生対象イベントへ
参加しました。東洋大学との連携事業として、町
内農家で栽培した大学のロゴ入りりんごを約 100
個販売したところ、あっという間に完売となりま
した。写真は当日お世話になった東洋大学の職員
の方々です。

　10 月 14 日に東吾妻むかし道MTB ライド 2018
が東支所を発着点とし、榛名山北面地域を舞台
に開催され、県内外から 172 名が参加しました。
選手たちは 43㎞のコースを駆け抜け、ゴール後
には町の野菜を使った料理が振る舞われました。

東吾妻むかし道MTBライド
駆  け抜けました

　10 月 26 日にあづまこども園近辺の畑でお芋掘
りを行いました。園児たちは、長靴を履いて、い
つも遊ぶ砂場とは違う土の感触を感じながら、さ
つまいもを一生懸命探しました。その後、さつま
いもを数日間ねかせ焼きいもにしておいしく食べ
ました。

あづまこども園でお芋掘り
秋  の味覚狩り
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ひがしあがつまタウンニュース

	東洋大学田口研究室
将  来都市像と提案

　11月 16 日に 100 歳を迎えた日野きよ子さんに
町長が慶祝訪問を行いました。町長が長生きの秘
訣を伺うと日野さんは、「家族みんながけんかを
せず心配いらずなこと」と答えられました。また
ご家族のお話では、今でも畑仕事をしたり、毎晩
少量のお酒を嗜

たしな

んだりしているとのことでした。

第２回響谷書展
各  々の思いを筆に込めて

　10 月 20 日、21 日に中央公民館で響谷書道会
による、第２回響谷書展が開かれました。書展に
は小学生から大人の書作品 40 点余りが展示され
たほか、響谷書道会会長の高橋さんの師にあたる
小田川大岳氏による出展もありました。

	町長が慶祝訪問
日  野さんが 100 歳

	LGBT 講演会開催
み  んな違ってみんないい

　10 月 21 日に中央公民館で共愛学園前橋国際大
学の前田由美子先生による性的少数者についての
講演会が開催されました。先生は『普通』という
概念が偏見・差別を生み、多様な性を認めること
ができないのではないかと講演されました。

　10 月 22 日に駅南町づくり連絡会員などに向けて、
役場本庁舎で東洋大学の田口准教授が「東吾妻町の将
来都市像と役場庁舎跡地活用計画の提案」と題して講
演を行いました。また、同教授の研究室の学生は当町
で８月に行ったまちづくり合宿で感じた課題について
発表しました。この講演や発表は都市計画マスタープ
ラン住民懇談会で出た話題を元にしています。
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今
月
の
歴
史
・
文
化
探
訪
は
、
東
吾

妻
町
を
代
表
す
る
文
化
財
の
１
つ

で
あ
る
ハ
ー
ト
形
土
偶
を
中
心
に
土
偶
に

つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
土
偶
っ
て
な
に
？

　

皆
さ
ん
は
土
偶
と
聞
く
と
ど
の
よ
う
な

も
の
を
想
像
す
る
で
し
ょ
う
か
？
土
偶
と

は
「
縄
文
時
代
に
粘
土
で
作
ら
れ
た
素
焼

の
小
像
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
を
表

現
し
た
人
物
像
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
（『
縄

文
時
代
研
究
事
典
』
１
９
９
４
よ
り
）。

素
焼
き
で
小
さ
く
女
性
を
象
か
た
ど

っ
た
人
物
像

を
土
偶
と
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
す
が

（
ち
な
み
に
石
で
作
ら
れ
た
も
の
を
岩が
ん
ぐ
う偶

と
呼
び
ま
す
。）、
そ
の
形
・
姿
は
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
精
巧
に
人
を
表

現
し
た
も
の
、「
み
み
ず
く
」
に
似
て
い

る
も
の
、
板
状
の
も
の
、
三
角
形
の
も
の

な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
く
ら
い
多
く

の
種
類
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
れ
に
男

性
を
象
っ
た
土
偶
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ

女
性
を
象
っ
た
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
母
性
の
象
徴
と
し
て
子
孫
繁

栄
な
ど
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
土
偶
は
縄
文
時
代

早
期
ま
で
そ
の
出
現
は
遡

さ
か
の
ぼり
ま
す
。
最
も

古
い
土
偶
に
は
既
に
身
体
と
女
性
を
示
す

乳
房
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
ら
れ
は
じ
め

た
当
初
か
ら
土
偶
＝
女
性
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

さ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
か

つ
そ
の
多
く
は
女
性
を
表
す
土
偶
で
す

が
、
日
本
で
著
名
と
な
っ
て
い
る
土
偶
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
例
と
し
て
は
現
在

「
国
宝
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
土
偶
５
件

で
し
ょ
う
か
。
中
空
土
偶
（
北
海
道
函
館

市
著ち
よ
ぼ
な
い
の

保
内
野
遺
跡
出
土
）、合
掌
土
偶
（
青

森
県
八
戸
市
風か
ざ
は
り張
1
遺
跡
出
土
）、
縄
文

の
女
神
（
山
形
県
舟
形
町
西
ノ
前
遺
跡
出

土
）、
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
（
長
野
県
茅
野

市
米よ
ね
ざ
わ
た
な
ば
た
け

沢
棚
畑
遺
跡
出
土
）、
仮
面
の
女
神

（
長
野
県
茅
野
市
中な
か

ッ
原ぱ
ら

遺
跡
出
土
）
で

す
。
こ
れ
ら
は
近
年
東
京
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
特
別
展
『
縄
文
』
で
も
同
時

公
開
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
ほ
か
、
学
校
で

使
わ
れ
る
社
会
・
歴
史
の
教
科
書
に
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
と
同

じ
く
ら
い
に
教
科
書
に
ほ
ぼ
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
掲
載
さ
れ
、
造
形
で
も
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
土
偶
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
ハ
ー
ト
形
土
偶
や
遮
光
器
土
偶
と
呼
ば

れ
る
土
偶
で
す
。

●
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
遮
光
器
土
偶

　

東
吾
妻
町
で
は
多
数
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

昭
和
20
年
代
に
現
在
の
郷
原
駅
周
辺
の
道

路
工
事
に
伴
い
１
点
の
土
偶
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
の
土
偶
は
顔
が
特
徴
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
名
付
け
ら

れ
、
そ
の
造
形
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら
昭
和

40
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
ハ
ー
ト
形
土
偶
は
顔
が
い
わ
ゆ

る
「
ハ
ー
ト
」
の
形
を
し
て
お
り
、
顎
が

前
方
へ
つ
き
だ
し
や
や
上
を
向
い
て
い
ま

す
。
肩
は
水
平
で
手
は
下
側
へ
垂
直
に
伸

び
ま
す
。
胸
に
は
乳
房
と
思
わ
れ
る
突
起

が
あ
り
、
腰
は
細
く
く
び
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
伸
び
る
脚
は
大
き
く
開
い
て
が

に
股
に
表
現
さ
れ
、
お
そ
ら
く
立
た
せ
て

使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
身
体
全
体

に
は
沈
線
と
刺
突
文
に
よ
る
文
様
が
あ

り
、
文
様
の
内
容
か
ら
は
縄
文
時
代
後
期

の
土
偶
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

見
つ
か
っ
た
地
点
か
ら
郷
原
遺
跡
の
集

落
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
見
つ
か
っ
て
い
る
郷
原
遺
跡

の
集
落
は
縄
文
時
代
中
期
で
あ
り
、
ハ
ー

ト
形
土
偶
の
年
代
と
は
合
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ハ
ー
ト
形
土
偶
を
使
用
し
た
縄
文
人

は
果
た
し
て
郷
原
遺
跡
で
暮
ら
し
て
い
た

人
た
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
大
き
な

謎
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ハ
ー

ト
形
土
偶
と
し
て
は
群
馬
県
よ
り
以
北
、

特
に
福
島
県
周
辺
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
郷
原
遺
跡
の
も
の
ほ
ど
造
形
が
優
れ

て
い
る
物
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
さ
に
完
成

さ
れ
た
造
形
を
持
つ
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
し

て
は
東
吾
妻
町
の
ハ
ー
ト
形
土
偶
が
随
一

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
東
吾
妻
町
で
見
つ
か
っ
た

ハ
ー
ト
形
土
偶
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て

も
そ
の
完
成
度
の
高
さ
か
ら
は
無
二
の
土

偶
と
い
え
ま
す
が
、
近
年
さ
ら
に
国
内
で

著
名
な
土
偶
が
唐
堀
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
青
森
県
な
ど

の
東
北
地
方
で
出
土
し
て
い
る
遮
光
器
土

偶
で
す
。
遮
光
器
土
偶
は
エ
ス
キ
モ
ー
が

使
う
雪
め
が
ね
（
遮
光
器
）
に
顔
が
似
て

い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
縄
文
時

代
晩
期
の
土
偶
で
す
。
明
治
19
年
に
亀
ヶ

岡
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
が
著
名

で
、
こ
ち
ら
も
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
同
じ

く
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
土
偶
が
唐
堀
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
こ
と
に
注
目
が
集
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？
実
は
群
馬
県
で
は
こ
れ
ま
で

東
北
地
方
で
製
作
さ
れ
た
遮
光
器
土
偶
の

模
倣
品
（
群
馬
県
内
で
似
せ
て
作
っ
た
も

の
）
は
出
土
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に

東
北
で
作
ら
れ
た
そ
の
も
の
が
出
土
し
た

の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
東

吾
妻
町
と
東
北
地
方
の
縄
文
人
が
繋
が
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
遠
き
道

の
り
を
超
え
て
遮
光
器
土
偶
が
運
ば
れ
た

背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、

想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
ハ
ー
ト
形
土
偶
と
遮

光
器
土
偶
が
同
じ
市
町
村
内
か
ら
出
土
し

た
事
例
は
ま
さ
に
希
な
こ
と
で
す
。
近
年

縄
文
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
縄
文
土
器
や
土
偶

に
熱
い
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
中
で
東
吾

妻
町
で
は
土
偶
の
代
表
と
も
い
え
る
著
名

な
土
偶
が
出
土
し
た
こ
と
は
私
た
ち
の
町

の
縄
文
時
代
を
考
え
る
上
で
大
き
な
注
目

点
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　担当 		吉田智哉）

ハ
ー
ト
形
土
偶
と
遮
光
器
土
偶

　

～
2
つ
の
土
偶
が
出
会
う
町
、
東
吾
妻
～
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◆ 10 月 13 日にはらまちこども園で行われた「秋
のお楽しみ会」に参加してきました。園児たち
と一緒に盆おどりを披露しました。

◆ 11 月 3 日に正田醤油スタジアム群馬を発着点に
実施された「ぐんまマラソン」で、ご当地キャ
ラハイタッチ隊として参加してきました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊
『下町ロケット　ヤタガラス』………	池井戸　潤　著

　2018 年 10 月放映、ドラ
マ「下町ロケット」新シリー
ズの原作小説『下町ロケッ
トゴースト』に連なる、「宇
宙から大地」編がクライ
マックスへ…。
　大きな挫折を経験した者
たちの熱き思いとプライド
が大激突。準天頂衛星「ヤ

タガラス」が導く、壮大な物語の結末やいかに…。待
望の国民的人気シリーズ第４弾です。

■一般図書
『自衛隊防災 BOOK』…………………	石崎　　孟　著
『沈黙のパレード』……………………	東野　圭吾　著
『信長の原理』…………………………	垣根　涼介　著
『意識のリボン』………………………	綿矢　りさ　著
『蕎麦、食べていけ！』…………………	江上　　剛　著
『学校は行かなくてもいい』…………	小幡　和輝　著
『しがみつかない大人になる 63 の方法』				…

……………………………………	中谷　彰宏　著
■児童図書
『それしかないわけないでしょう』…………

	…………………………	ヨシタケ　シンスケ　著
『ダビッコラと宇宙へ』………………	濱口　瑛士　著
『ぐりとぐらのえんそく』……………………

…………	なかがわりえことやまわきゆりこ　著
『ぐりとぐらとくるりくら』…………………

…………	なかがわりえことやまわきゆりこ　著
■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報水仙ちゃんの活動報告

◆
10
月
14
日
に
行
わ
れ
た
東
吾
妻
む

か
し
道
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ラ
イ
ド
２
０
１
８
に

参
加
し
ま
し
た
。

ゆるキャラグランプリ 2018
水仙ちゃん結果

　ゆるキャラグランプリ 2018 の結果が発表されま

した。水仙ちゃんの順位は次のとおりです。これから

も水仙ちゃんは町内外で東吾妻町のＰＲを行っていき

ます。皆さまの変わらずの応援をお願いします。

■順位　２８２位（前回２９７位）

■問い合わせ先　役場地域政策課　（☎ 68 ｰ 2111）

訂正とお詫び

広報お知らせカレンダー 12 月号に掲載

された中で誤りがありました。訂正して

お詫びいたします。

・坂上公民館　読み聞かせ『クリスマス会』

【誤】12 月 12 日（水）

【正】12 月　9 日（日）
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当
院
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

12
月
に
な
る
と
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
く
る
時
期
か
と
思
い

ま
す
。
で
す
の
で
、
少
し
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
は
感
染
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
感
染
す
る
リ
ス
ク
は

接
種
し
な
い
場
合
よ
り
も
低
く
、
ま
た

感
染
し
て
し
ま
っ
て
も
軽
症
で
済
み
ま

す
の
で
、
や
は
り
事
前
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
強
い
感
染
力
が
あ
り
ま

す
が
、
一
般
的
な
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」

や
十
分
な
栄
養
と
静
養
、
加
湿
・
換
気

な
ど
が
予
防
に
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
咳
や
く
し
ゃ
み
で
ウ
イ
ル

ス
が
蔓
延
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
マ

ス
ク
の
着
用
は
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。
鼻

水
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
可
能

で
あ
れ
ば
蓋
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

次
に
検
査
に
関
し
て
で
す
が
、
熱
が

出
始
め
て
か
ら
12
時
間
く
ら
い
ま
で
の

期
間
は
、
本
当
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

罹り
か
ん患
し
て
い
て
も
検
査
で
は
陰
性
に
出

て
し
ま
う
可
能
性
（
偽
陰
性
）
が
あ
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
診
断
の
こ
と
だ
け

を
考
え
れ
ば
熱
が
上
が
り
始
め
て
か
ら

半
日
程
度
時
間
が
経
過
し
た
後
に
検
査

を
受
け
た
方
が
信
頼
性
の
高
い
判
断
が

で
き
、
早
く
検
査
し
た
際
に
結
果
が
陰

性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
は
な
い
と
１
０
０
％
言
い
切
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断

さ
れ
た
と
き
に
、
学
校
や
職
場
の
お
休

み
期
間
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
ま
ず
、

登
校
に
関
し
て
は
「
発
症
し
た
後
５
日

を
経
過
し
、か
つ
、解
熱
し
た
後
２
日
（
幼

児
に
あ
っ
て
は
３
日
）
を
経
過
す
る
ま

で
」
と
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
成
人
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
な

決
ま
り
は
な
い
の
で
す
が
、
発
症
し
て

５
日
間
は
少
な
く
と
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
は
強
い
感
染
力
を
持
ち
ま

す
。
で
す
の
で
、
出
勤
に
関
し
て
は
勤

務
先
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
に
突

入
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
予

防
を
徹
底
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

★「12 月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

12/2
休診

3 4
午後
定期往診

5
休診

6
午後
定期往診
学校保健
委員会

7
午後
定期往診

8
休診

9
休診

10 11 12
休診

13 14 15
休診

16
休診

17 18 19
休診

20 21
午後
個別接種

22
休診

23
休診

24
休診

25 26
休診

27 28 29
休診

30
休診

31
休診

1/1
休診

2
休日
当番医

3
休診

4 5
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療行っていますので、体調不
　良時は気兼ねなく来院ください。

12 月の健康相談
　町では毎月健康相談を行っています。
【東地区】
■日　時　平成 30 年 12 月５日㈬　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター
【太田・原町・岩島・坂上地区】
■日　時　平成 30 年 12 月 11 日㈫　13 時 30 分～ 15 時
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ごろ
から思っていることを話してみましょう。
■日　時
　平成 30 年 12 月 18 日㈫　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200 担当 	田中春美）
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●
入
れ
歯
を
外
し
た
熱
演

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ
と
ひ
と
月

を
切
り
ま
し
た
。
映
画
界
の
今
年
一
番

の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

に
お
い
て
、
是
枝
裕
和
監
督
の
「
万
引

き
家
族
」
が
最
高
賞
（
パ
ル
ム
ド
ー
ル
）

を
受
賞
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
間
が

老
い
、
衰
え
る
姿
を
今
年
鬼
籍
に
入
ら

れ
た
樹
木
希
林
さ
ん
が
熱
演
し
て
い
ま

す
。
樹
木
さ
ん
が
、
入
れ
歯
を
外
し
て

演
技
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
れ
ま
し

た
で
し
ょ
う
か
。「
齢

よ
わ
い
」
と
い
う
漢
字
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
、
歯

は
年
齢
と
の
関
わ
り
を
現
す
も
の
で
し

た
。
今
回
は
、歯
と
口
の
健
康
と
「
老
い
」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

■
歯
と
口
の
機
能
維
持
が
重
要
で
す

　

歯
と
口
は
、
食
べ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、
会
話
や
表
情
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
、

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

保
ち
、
社
会
性
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
の
達
成
者
は
遂
に
50
％
を
超

え
ま
し
た
が
、
歯
と
口
が
十
分
に
機
能

を
果
た
す
た
め
に
は
、
歯
の
本
数
が
保

た
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
口
の
ま
わ

り
の
筋
力
な
ど
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
歯
の
痛
み
や
入
れ
歯
の

不
具
合
な
ど
で
、
噛
む
こ
と
の
で
き
る

食
べ
物
が
少
な
く
な
る
と
、
柔
ら
か
い

食
品
を
好
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
野
菜
に
肉
や
魚
な
ど
、
噛
み
応
え

の
あ
る
食
品
の
摂
取
頻
度
が
減
る
た
め
、

栄
養
状
態
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
筋
肉
量
が
減
り
、
噛
む
機
能
は
更
に

衰
え
、
歯
と
口
の
機
能
低
下
の
悪
循
環

が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
す
。

■
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
進
行

　

歯
と
口
の
機
能
の
わ
ず
か
な
衰
え
を

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
早
く
気
付
き
、

歯
と
口
の
機
能
低
下
の
悪
循
環
に
陥
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
の
歯
と
口
の
健
康
管
理
に
関

心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
合
わ
な

い
入
れ
歯
を
放
置
し
、
入
れ
歯
を
入
れ

て
い
る
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
場
合

や
、
痛
く
な
い
か
ら
と
、
む
し
歯
や
歯

周
病
を
放
置
し
て
い
る
場
合
は
要
注
意

で
す
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
歯
と

口
の
機
能
低
下
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
全

身
の
機
能
低
下
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
要
介
護
状

態
な
ど
に
陥
る
リ
ス

ク
を
高
め
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
歯
と
口
の
お
悩
み
は
、
今
年
の
う
ち

　

に
解
決
を

　

歯
と
口
の
機
能
を
簡
単
に
調
べ
る
検

査
と
し
て
、
オ
ー
ラ
ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ

ネ
シ
ス
検
査
が
あ
り
ま
す
。
筆
記
用
具

と
ス
ト
ッ
プ
ウ
オ
ッ
チ
が
あ
れ
ば
、
誰

で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
表
）。

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
お
正
月
、
ご
家
族
や

お
友
達
と
食
卓
を
囲
む
団だ

ん
ら
ん欒

の
機
会
が
、

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
増
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
歯
と
口
の
お
悩
み
は
、

今
年
の
う
ち
に
解
決
し
て
お
か
れ
た
ほ

う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
75
歳
の

歯
科
健
診
」
な
ど
の
各
種
健
診
も
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
何
で
も
噛
め
る
歯
と

口
で
、
ど
う
ぞ
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

■
参
考
文
献

　
『
東
大
が
調
べ
て
わ
か
っ
た

衰
え
な
い
人
の
生
活
習
慣
』

飯
島
勝
矢	

著	

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ	

刊

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当	

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら「
歯

と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
ヒ
ト
は

口
か
ら
老
い
る
？
」
で
す
。

43. ヒトは口から老いる？

■表　オーラルディアドコキネシス検査「パ・タ・カ」テスト
・10 秒間、「パ」「タ」「カ」の言葉をそれぞれ繰り返し発音する

・できるだけたくさん、リズミカルに、はっきりと発音する

・紙とペンを用意し、１回発音する毎にペンで紙に点を打つ

・10 秒後、点の総数を数え 10 で割り、１秒間の発音回数を計算し、

１秒あたり６回以上発音できていれば問題なしと判断する

※「パ」：くちびるの動きを示す 「タ」：舌の先の動きを示す

「カ」：舌の根元の動きを示す
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12 月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）担当 	野山しのぶ

12 月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）担当 	篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）担当 	富塚和香奈
●会場　ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

期　				日 種　　　		別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

12 月 11 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者（事前に申し込んでください）

19 日㈬ 3歳児健康診査 13:00 ～ 13:20 平成 27 年 10・11 月生まれ

21 日㈮ 離乳食講習会 10:15 ～ 10:30 平成 30 年８・９月生まれ

26 日㈬

4カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年８月生まれ

7カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年５月生まれ（B.C.G 接種を行います）

1歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 11 月生まれ

期　				日 種　　　		別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

12 月 21 日㈮ 第９回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30
「予防接種のお知らせ」を参照してください
12 月 14 日㈮までに申し込んでください

期　				日 種　　　		別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

12 月 10 日㈪ ペンギンクラブ 9:30 ～ 10:00 こども園就園前までの子どもと保護者

12 日㈬ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 ４カ月から１歳までの子どもと保護者

期　日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

9 日㈰ 四万診療所
（中之条☎ 64-2136）

桜井クリニック
（嬬恋☎ 0279-97-3800）

吾妻さくら病院
（中之条	☎ 75-3011）

吾妻さくら病院
（中之条	☎ 75-3011）

16 日㈰ しまだ医院
（中之条☎ 76-3435）

長生病院
（長野原☎ 0279-82-2188）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

23 日㈰ 吾妻さくら病院
（中之条☎ 75-3011）

布施医院
（草津☎ 0279-88-2030）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

24 日㈪ けんもち医院
（中之条☎ 75-5155）

櫻井医院
（長野原☎ 0279-82-3999）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

29 日㈯ 後藤医院
（中之条☎ 75-2230）

嬬恋村診療所
（嬬恋☎ 0279-97-3020）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

30 日㈰ 小池医院
（岩下☎ 67-2030）

草津こまくさ病院
（草津☎ 0279-88-4321）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

西吾妻福祉病院
（長野原☎ 0279-83-7111）

31 日㈪ 吾妻脳外循環科
（原町☎ 68-5211）

長野原診療所
（長野原☎ 0279-85-2259）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

原町赤十字病院
（原町	☎ 68-2711）

①内科・外科の診療時間は９時～ 17 時です。
②急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
③在宅待機のため、原則として往診はしません。
※年始の休日当番医は 12 月 20 日発行のお知らせカレンダーに掲載を予定しています。
　または、吾妻郡医師会ホームページ（http://agatsuma.gunma.med.or.jp/）をご覧ください。

12 月の当番医予定表
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原町赤十字病院 ～クリスマス会～

　原町赤十字病院では「クリスマス会」を開催します。

■日　時　平成 30 年 12 月 10 日㈪ 16 時～ 17 時
■会　場　原町赤十字病院　玄関ホール
■対　象　どなたでも
■催し物　新島学園聖歌隊によるクリスマス讃美歌、クリスマ
　　　　　スのハンドベル演奏など
■問い合わせ先　原町赤十字病院（☎ 68-0550）

冬の青少年健全育成活動実施
　青少年の健全育成と非行防止を図るため、平成 30
年冬の青少年健全育成運動を実施します。
■実施期間
　平成 30 年 12 月 15 日㈯～平成 31 年 1月 31 日㈭
■活動目標
・県民総ぐるみで次代を担う子どもたちの健全育成
　に取り組もう
・「おぜのかみさま県民運動」を推進し、地域と家庭
　で子どもたちの安全・安心なインターネット利用
　を考えよう
■標語　「おぜのかみさま」
【お】くらない（写真）	　			【ぜ】ったい会わない！
【の】せない（個人情報）　【か】きこまない（悪口）
【み】ない（有害サイト）　【さ】がさない（出会い）
【ま】もる	（ルール）
■実施機関・団体
　群馬県・群馬県教育委員会・群馬県警察本部・東
吾妻町・東吾妻町教育委員会・群馬県青少年育成推
進会議・東吾妻町青少年育成推進員連絡協議会
■問い合わせ先　教育委員会事務局　教育課
　　　　　　　　（☎ 59-3370　担当 	茂木夕子）

年末年始における火葬場業務
　年末年始の郡内火葬場の火葬業務については、下記
の日程で行います。
■火葬業務日程　

期　間 受付時間

平成 30 年 12 月 31 日㈪まで 通常業務
平成 31 年１月１日㈫

～平成 31 年１月３日㈭
休場・閉館

平成 31 年１月４日㈮から 通常業務
※通常業務時の休館・閉館は『友引』の日のみ
■利用申し込み先　
【東部火葬場「なかのじょう聖苑」】
　中之条町役場（☎ 75-2111）
【西部火葬場】
　草津町役場（☎ 0279-88-0001）
※両火葬場とも宿日直対応となります
■問い合わせ先　
【東部火葬場「なかのじょう聖苑」】
　吾妻広域町村圏振興整備組合事務局
　（☎ 75-4700 担当 	萩原・小池）
【西部火葬場】草津町役場（☎ 0279-88-0001）

介護で仕事を辞める前に
ご相談ください！

　介護に直面しても、介護休業制度などを利用しな
がら働き続けることができます。会社に就業規則が
なくても利用できる制度もあります。
　仕事と介護の両立のための「両立支援制度」につ
いて迷わず相談ください。
■受付時間　８時 30 分～ 17 時 15 分
　　　　　　※ただし、土日祝日・年末年始を除く
■問い合わせ先
　群馬労働局雇用環境・均等室　（☎ 027-896-4739）

年末ジャンボ宝くじ発売中

年末ジャンボ　　　１ ０ 億 円 !!  
（１等７億円・前後賞各１億５千万円合わせて）

年末ジャンボミニ　５ 千 万 円 !!
（１等３千万円・前後賞各１千万円合わせて）

年末ジャンボプチ　１ 千 万 円 !!

■価　格　各１枚 300 円
■販売期間　平成 30 年 12 月 21 日㈮まで
■抽選日　平成 30 年 12 月 31 日㈪
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昭和 19 年 1 月２日～ 2 月１日生まれの方へ

75 歳になる方へ
　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。
12 月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を
緑色の封筒で郵送しますので、ご確認ください。
保険料普通徴収第６期分の納期限は 12 月 25 日で
すので該当の方はお忘れなく。
■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
　　　　　　　　（担当 	鳥山典子）

65 歳になった方へ
（昭和 28 年 11 月２日～ 12 月１日生まれ）

※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（担当 	荒木聡子）

案内

案内

　

群
馬
県
交
通
安
全
協
会
並
び
に
吾
妻

交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
無
事
故
・
無
違

反
で
長
期
間
を
経
過
し
た
運
転
者
を
優

良
自
動
車
運
転
者
と
し
て
表
彰
を
し
て

い
ま
す
。

　

希
望
者
は
自
身
で
上
申
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
不
明
な
点
は
吾
妻
交

通
安
全
協
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

平
成
30
年
12
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　

～
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭

■
受
付
場
所

・
吾
妻
交
通
安
全
協
会

【
同
協
会
各
支
部
事
務
局
】

・
東
吾
妻
町
役
場
東
支
所

　
（
☎
59
・
３
１
１
１
）

・
太
田
公
民
館　
（
☎
68
・
２
３
２
８
）

・
中
央
公
民
館　
（
☎
68
・
２
４
１
２
）

・
岩
島
公
民
館　
（
☎
67
・
２
０
０
１
）

・
坂
上
公
民
館　
（
☎
69
・
２
０
０
１
）

■
表
彰
種
別
等
（
無
事
故
等
期
間
）

　

銅　

章
…
…
…
５
年
以
上

　

銀　

章
…
…
…
10
年
以
上

　

金　

章
…
…
…
15
年
以
上

　

金
冠
銀
章
…
…
20
年
以
上

　

金
冠
金
章
…
…
30
年
以
上

　

旭
日
金
冠
章
…
40
年
以
上

※
た
だ
し
、
銀
賞
以
上
は
前
段
階
の
章

　

を
受
章
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
費
用

　

無
事
故
無
違
反
証
明
書
交
付
手
数
料

６
３
０
円
が
必
要
で
す
。（
申
請
時
）

■
用
意
す
る
も
の

　

運
転
免
許
証
・
印
鑑

■
そ
の
他

　

申
請
中
に
違
反
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

ほ
か
の
法
令
違
反
が
あ
っ
た
場
合
な
ど

で
対
象
外
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
交
通
安
全
協
会

　
（
☎
68
・
２
５
５
４
）

　

年
末
年
始
に
お
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
関
連
業
務

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
、
住
民

票
の
広
域
交
付
、特
例
の
転
入
な
ど
）
を
、

終
日
休
止
し
ま
す
。
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
役
場
閉
庁
日

　

平
成
30
年
12
月
29
日
㈯
～

平
成
31
年
１
月
３
日
㈭

■
役
場
庁
舎
移
転
に
伴
う
機
器
調
整
日

　

平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
課　

戸
籍
住
民
係

　
（
担
当	

角
谷
俊
一
・
小
林
恵
太
）

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

年
末
年
始
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
な
ど
の
手
続
き
休
止
の
お
知
ら
せ

案内
　

県
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
不

法
焼
却
な
ど
の
不
適
正
な
処
理
を
防
止

す
る
た
め
、
12
月
を
「
廃
棄
物
適
正
処

理
推
進
強
化
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
な
ど
の
不
適
正
処
理
は
、

未
然
防
止
と
早
期
発
見
が
と
て
も
重
要

で
す
。
地
域
の
環
境
は
地
域
で
守
る
観

点
か
ら
、
不
適
正
処
理
の
情
報
（
日
時

や
場
所
な
ど
）
の
提
供
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
通
報
先

　

産
業
廃
棄
物
１
１
０
番

　
（
☎
０
１
２
０
・
81
・
５
３
２
４
）

　

吾
妻
環
境
森
林
事
務
所

　
（
☎
75
・
４
６
１
１
）

年
末
に
向
け
て
、
不
法
投
棄
に
ご
用
心
く
だ
さ
い

Information
　　詳しくは最終ページをご覧ください
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
お
よ
び
直
接

搬
入
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
の
日

程
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
日
程
に
つ
い
て
は
毎
年

４
月
に
配
布
し
て
い
る
「
家
庭
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
75
・
２
０
９
９
）

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修工
事などを行う場合、工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方はぜひご
利用ください。また、工事を始める前に、役場地域
政策課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係

　　　　　（担当 	小山日出映・佐藤祐介）

家屋を新築・増築または取り壊した方
はご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。

■連絡・問い合わせ先　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　　（担当 	須田泰友）

案内
　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、
10
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
海
外
生
活
を
通
し
て

交
流
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り

で
ご
参
加
に
な
る
方
や
、
は
じ
め
て
海

外
へ
行
か
れ
る
方
が
７
割
以
上
参
加
し

ま
す
。
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作
り
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

参
加
で
き
ま
す
。

■
説
明
会

　

全
国
10
都
市
で
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生
の
方

■
定
員　

10
～
20
名

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
（
☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
）

子
ど
も
の
春
休
み
海
外
研
修
交
流　

参
加
者
募
集

案内

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ご
案
内

～
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
お
よ
び
直
接
搬
入
に
つ
い
て
～

■ごみ収集

期　日 収集日程

平成 30 年 12 月 28 日㈮まで 通常収集

平成 30 年 12 月 29 日㈯
～平成 31 年１月３日㈭

休　み

平成 31 年１月４日㈮から 通常収集

※ 12 月 29 日から１月３日の間は、該当地区の収集を休ませ
ていただきます。振替の収集はありませんのでご注意ください。

■直接搬入
期　日 受付時間

平成 30 年 12 月 28 日㈮まで
９時～16時 30分
（通常受付）

平成 30 年 12 月 29 日㈯ ９時～ 15 時

平成 30 年 12 月 30 日㈰ ９時～ 12 時

平成 30 年 12 月 31 日㈪
～平成 31 年１月３日㈭

休　み

平成 31 年１月４日㈮から
９時～16時 30分
（通常受付）

平成 31 年１月 6日㈰
休日受入
（一般家庭のみ）

※平成 31 年１月の休日受入は、６日（第１日曜日）、
　20 日（第３日曜日）	となります。

町からのお知らせ
 役場が移転します
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Information

正しい操作で安全除雪を心掛けましょう
　毎年、雪のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。除雪機を使う際には、次の点に注意して操
作しましょう。
①…作業を行う前に、必ず取扱説明書をよく読んで、正しい使い方を理解しましょう。
②…雪詰まりを取り除くときは、エンジンを止め、回転部が完全に停止してから雪かき棒を使って行いましょう。
③…除雪作業中は、雪を飛ばす方向に、人や車・建物がないことを確認しましょう。また、除雪機の回りには
　　絶対に人を近づけないようにしましょう。
④…安全装置が正しく作動しない状態では使用しないようにしましょう。
■問い合わせ先　（一社）日本農業機械工業会内　除雪機安全協議会　（☎ 03-3433-0415）

　

町
で
は
、
全
て
の
町
道
を
除
雪
す
る

こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、
地
元
住

民
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
行
政
区
で

個
人
の
車
両
な
ど
を
借
り
上
げ
て
除
雪

を
行
っ
た
場
合
、
車
両
の
借
り
上
げ
料

を
予
算
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
時
期

　

当
該
年
度
の
降
雪
の
時
期
で
す
。

■
事
業
主
体　

行
政
区
と
し
ま
す
。

■
事
業
内
容

　

対
人
・
対
物
保
険
に
加
入
済
の
車
両

な
ど
を
使
用
し
て
、
10
㎝
以
上
の
降
雪

が
あ
っ
た
時
に
、
町
道
の
除
雪
を
行
う

も
の
と
し
ま
す
。（
見
込
で
着
手
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。）

■
借
り
上
げ
料

　

１
日
に
つ
き
４
千
円

　
（	

1
つ
の
行
政
区
に
対
し
て
）

■
申
請

　

平
成
30
年
12
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
行

政
区
長
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
昨
年
度
申
請
の
あ
り
ま
し
た
行
政
区

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
上
旬
に
申

　

請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

管
理
係

　
（
担
当	

茂
木
努
）

案内案内
　

冬
期
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す

る
た
め
、
県
並
び
に
町
が
管
理
し
て
い

る
国
道
、県
道
、主
要
町
道
に
つ
い
て
は
、

道
路
に
お
お
む
ね
、
10
㎝
以
上
の
積
雪

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
除
雪
作
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
る
場

合
な
ど
は
、
山
間
道
路
で
の
立
ち
往
生

車
両
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
早
め
の
通
行

規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
交
通
量

の
多
い
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・

町
が
連
携
し
て
優
先
的
に
除
雪
を
実
施

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
冬
期
道
路
に
対
す
る
備

え
と
除
雪
作
業
の
実
施
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
道
路
に
せ
り
出
し
て
い
る
竹
や
木
の

　

枝
は
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。
竹
や
木

　

の
枝
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た
際
、

　

竹
や
木
の
枝
の
持
ち
主
の
責
任
を
問

　

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
庭
や
屋
根
に
積
も
っ
た
雪
は
道
路
に

　

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
玄
関
先
な
ど
の
雪
処
理
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

④
大
雪
時
の
不
急
不
要
の
外
出
を
控
え
、

　

路
上
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
早
朝
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

⑥
ス
リ
ッ
プ
事
故
・
立
ち
往
生
な
ど
を

　

起
こ
さ
な
い
よ
う
冬
用
タ
イ
ヤ
や

　

チ
ェ
ー
ン
を
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
道
・
県
道
…
中
之
条
土
木
事
務
所

　
（
☎
75
・
３
０
４
７
）

　

町
道
…
…
役
場
建
設
課

　
（
☎
68
・
２
１
１
１
）

冬
期
道
路
除
雪
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

除
雪
車
両
の
借
り
上
げ
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　　詳しくは最終ページをご覧ください
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町からのお知らせ

政治家の寄附は禁止です。有権者が求めることも禁止されています。
　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多い時期ですが、政
治家が選挙区内の人にお金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されて
います。また有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されて
います。
　その他にも政治家からの年賀状などのあいさつ状も答礼のための自
筆による物を除き禁止されています。寄附禁止のルールを守って、明る
い選挙を実現しましょう。
■問い合わせ先　町選挙管理委員会事務局（役場総務課内☎ 68-2111）

　

平
成
30
年
度
の
成
人
式
は
平
成
31
年

1
月
13
日
㈰
に
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
方
に
は
す
で
に
ご
案
内
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
該
当
者
で
通
知
も

れ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
成
人
式
当
日

の
駐
車
場
は
成
人
式
駐
車
場
案
内
図
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
教
育
課

　
（
☎
59
・
３
３
７
０　

担
当
角
田
良
信
）

案内

平
成
30
年
度
新
成
人
該
当
の
皆
さ
ま
へ

（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

成人式駐車場

スーパー

コンベンションホール
役場

いわびつ荘

成人式駐車場案内図

募集
　

町
は
８
月
18
日
に
マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ

ン
東
吾
妻
を
宣
言
し
、
ロ
ッ
ク
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
町
お
こ
し
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
東
吾

妻
町
全
員
忍
者
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
特

技
や
特
長
を
『
忍
術
』
と
捉
え
、
町
民

が
自
分
の
得
意
分
野
で
師
範
と
な
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
と
い
う

事
業
で
す
。

【
第
１
弾
】

　
『
カ
ラ
オ
ケ
忍
者
』
修
行
観
覧
者
募
集

　

あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
の
大
広
間
で
、

紅
組
・
白
組
に
分
か
れ
て
カ
ラ
オ
ケ
合

戦
を
行
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に

入
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
観
覧
し
ま
せ

ん
か
。

■
日
時　

平
成
30
年
12
月
10
日
㈪
11
時

■
場
所　

あ
づ
ま
温
泉
桔
梗
館
大
広
間

■
観
覧
料

　

無
料
（
入
館
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
）

【
第
２
弾
】

　
『
寿
司
忍
者
』
修
行
参
加
者
募
集

　

お
寿
司
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
を
作

ろ
う
！

■
師
範　

さ
か
え
鮨　

天
沼
諒
真　

氏

■
日
時　

平
成
30
年
12
月
15
日
㈯

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

あ
づ
ま
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

調
理
実
習
室

■
参
加
費　

１
、５
０
０
円

■
募
集
定
員　

16
名
（
先
着
順
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
方
法

　

マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
東
吾
妻
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
よ

り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所
・
参
加
人
数

を
入
力
く
だ
さ
い
）

【
師
範
募
集
中
】

　

町
で
は
、
東
吾
妻
町
全
員
忍
者
計
画

を
推
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
技

を
持
っ
た
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
が
得
意
」「
こ
れ
な
ら
教
え
ら

れ
る
」
と
い
う
方
は
、
マ
イ
ロ
ッ
ク
タ

ウ
ン
東
吾
妻
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
問
い

合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
か
担
当
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
東
吾
妻
ポ
ー
タ

　

ル
サ
イ
ト

　
（https://m

yrocktow
n.com

）

　

役
場
企
画
課

　

定
住
促
進
係

　
（
担
当	

町
田
隆
）

マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
東
吾
妻　

東
吾
妻
町
全
員
忍
者
計
画
が
は
じ
ま
り
ま
す

 役場が移転します

19



Information

林業退職金共済制度（林退共）の退職金請求のご案内
　林業の仕事に従事されたことがあり、当時、林退共制度に加入していた方、もしくは加入していたかもしれ
ない方で、退職金請求手続きをした心当たりのない方は、お気軽に最寄りの支部または本部へ問い合わせくだ
さい。また、林退共事業本部では、被共済者の方に確実に退職金を受け取っていただくことなどを目的として、
現況調査、アンケート調査を実施しておりますので、ぜひ調査にもご協力いただきますようお願いします。
■問い合わせ先
　独立行政法人勤労者退職金共済機構　林業退職金共済事業本部
　〒 170-8055　東京都豊島区東池袋 1-24-1　ニッセイ池袋ビル
　（☎ 03-6731-2889　 FAX 03-6731-2890）

相続登記の登録免許税が免税されます

　個人が相続（相続人に対する遺贈も含みます。）によ
り土地の所有権を取得した場合において、当該個人が当
該相続による当該土地の所有権の移転の登記を受ける前
に死亡したときは、平成 30 年４月１日から平成 33 年
（2021 年）３月 31 日までの間に当該個人を当該土地の
所有権の登記名義人とする登記については、登録免許税
を課さないこととされました。
　また、土地について相続（相続人に対する遺贈も含み
ます。）による所有権の移転の登記を受ける場合におい
て、当該土地が市街化区域外の土地であって、市町村の
行政目的のため相続による土地の所有権の移転の登記の
促進を特に図る必要があるものとして、法務大臣が指定
する土地のうち、不動産の価額が 10 万円以下の土地で
あるときは、平成 30 年 11 月 15 日から平成 33 年（2021
年）３月 31 日までの間に受ける当該土地の相続による
所有権の移転の登記についても登録免許税を課さないこ
ととされました。
　詳しくは、前橋地方法務局ホームページをご覧ください。

■問い合わせ先
　前橋地方法務局中之条支局　（☎ 75-3037）
　前橋地方法務局ホームページ
　（http://houmukyoku.moj.go.jp/maebashi/）

詳しくはホームページでもご案内し
ております。
http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

平成 30 年度　自衛官候補生等募集
　防衛省・自衛隊では、自衛官候補生の募集を行い
ます。受験を希望する方、興味のある方は下記まで
問い合わせください。
■問い合わせ先
　自衛隊群馬地方協力本部沼田地域事務所
　（☎ 0278-23-4111）

募集種目 資　格 試験日 試験会場

自衛官
候補生

18 歳以上
33歳未満の人

平成 30 年
12 月 15 日、
平成 31 年
１月 20 日、
２月　９日、
３月　９日

相馬原駐屯地
（12月～２月）
新町駐屯地
（３月）

雪合戦コンを開催します

　吾妻郡内の各町村合同での婚活事業を開催すること
となりましたので、参加者を募集します。

■日　時　平成 31 年２月３日㈰
　　　　　10 時～ 15 時 30 分（受付：９時 30 分）
■会　場　ヴィラ北軽井沢エルウィング
■内　容　雪合戦およびバイキング形式の食事
　　　　　※アルコールの提供はありません　
■対　象　25 ～ 35 歳の独身男女　各 16 名（抽選）
　　　　　※男性は郡内の在住者を優先します
■抽選結果　平成31年１月21日㈪までに連絡します。
■参加費　男性：4,000 円　女性：2,000 円
■申し込み締切　平成 31 年１月 15 日㈫ 17 時
■申し込み方法
　Web サイトの公募フォーム（https://naganohara-
town.com/selfproduce/）に必要事項を記入して送信
いただくか、Ｅメールで役場企画課（kikaku@town.
higashiagatsuma.gunma.jp）へ氏名、ふりがな、性別、
生年月日、住所、電話番号を記載の上、申し込みくだ
さい。
■申し込み・問い合わせ先
　県庁こども政策課　（☎ 027-226-2392）
　役場企画課　定住促進係　（担当 	町田隆）

　　詳しくは最終ページをご覧ください
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町からのお知らせ

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　

第 18 回町民グラウンドゴルフ大会

■開催日　平成 30 年 10 月 28 日㈰
■会　場　東総合運動場
■結　果　
男子の部
優　勝…原田荘市
　　　　（萩生クラブ）
準優勝…田中弘二
　　　　（いわびつクラブ）
３　位…片山豊慈
　　　　（いわびつクラブ）

女子の部
優　勝…戸矢カズ子
　　　　（萩生クラブ）
準優勝…加辺マツ子
　　　　（本宿クラブ）
３　位…角田定子
　　　　（いわびつクラブ）

第 13 回町民ゲートボール大会

■開催日　平成 30 年 10 月６日㈯
■会　場　東総合運動場ゲートボール場
■結　果　優　勝…岩下クラブ
　　　　　準優勝…友交会クラブ
　　　　　３　位…大戸クラブ

第 12 回秋季ソフトボール大会

■開催日　平成 30 年 10 月 14 日㈰
■会　場　スポーツ広場
■結　果　優　勝…リンテックドライ
　　　　　準優勝…中澤会

東吾妻町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会では下記のスポーツ事業を予定しており、参加者を募集しています。

【岩櫃山暁天登山】
▼日　時　平成 31 年１月１日㈫　５時
▼集　合　平沢登山口観光案内所

【スキー指導者講習会】
▼日　時　平成 31 年１月５日㈯　８時
▼集　合　岩島駅
▼会　場　軽井沢スノーパーク（長野原町）　
【第 23 回スケート講習会①】
▼期　日　平成 31 年１月６日㈰
▼会　場　温川スケート場
【第 24 回スケート講習会②・第６回スケート大会】
▼期　日　平成 31 年１月 13 日㈰
▼会　場　温川スケート場

【第 33 回町民スキー講習会】
▼期　日　平成 31 年 1月 14 日㈪
▼受　付　９時から　（バラギロッジ前）
▼会　場　パルコール嬬恋スキー場
　　　　　（バラギゲレンデ）
※中学生までの講習料は無料となります。
【スキー技術講習会】
▼期　日　平成 31 年２月 11 日㈪
▼受　付　９時 30 分（ゴンドラ乗り場前）
▼会　場　尾瀬岩鞍スキー場（片品村）
▼対　象　バッジテスト１～２級を目指す方

■問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局（☎ 59-3370）

 役場が移転します
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健康増進センター仮施設
休館のお知らせ

　町民体育館改修工事に伴い、「健康増進センター仮
施設」を平成 30 年 12 月 15 日㈯から平成 31 年 1 月
20 日㈰まで休館します。
　利用者の皆さまには、大変ご迷惑をお掛けします
が、ご理解のほどよろしくお願いいたします。
■問い合わせ先　地域政策課　岩櫃ふれあいの郷
　　　　　　　　（☎ 68-2261 担当 	剱持幸一）

天狗の湯 12月の休館のお知らせ
　日頃より、吾妻峡温泉「天狗の湯」のご利用いた
だき誠にありがとうございます。
　この度男女浴槽補修工事のため第２火曜日および
水曜日を臨時休館させていただきます。
　皆さまのご理解ご協力をお願いします。
　【天狗の湯】休館日…12 月 11 日㈫、12 日㈬
■問い合わせ先　地域政策課　岩櫃ふれあいの郷
　　　　　　　　（☎ 68-2261 担当 	剱持晋）

国の教育ローンのご案内
　教育ローン制度とは、高校、短大、大学、専修学校、
各種学校や海外の高校、大学などに入学、在学する
子どもをもつ家庭が対象の公的な融資制度です。
■融資額　子ども一人当たり、350 万円以内
■金　利　年 1.76％（平成 30 年５月 10 日現在）
　　　　※母子家庭・父子家庭・世帯収入 200 万円
　　　　　以内の人は年 1.36%
■返済期間
　15 年以内
　（年 1.36%の方は 18 年以内）
■問い合わせ先　
　教育ローンコールセンター
　（☎ 0570-008656
　　または 03-5321-8656）

年末年始特別警戒の実施
　年末年始には警察官による特別警戒を実施します。
犯罪や事故の起きにくい社会づくりを推進しましょう。
■実施期間
　平成 30 年 12 月 11 日㈫～ 12 月 31 日㈪まで
■活動要点
①…金融機関、コンビニエンスストアなど対象の強		
　　盗事件の防止
②…子ども・女性が被害者となる犯罪の防止
③…振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺被害の防止
④…住宅対象の侵入窃盗被害の防止
⑤…乗り物盗被害の防止
⑥…交通事故防止対策の推進
■問い合わせ先　吾妻警察署
　　　　　　　　（☎ 68-0110）

東吾妻町指定管理者選定委員会の委員を募集
　町では、直営により職員が管理運営していた公共施設について、行財政改革の推進や施設利用者サービスの向
上を図るため、民間事業者などに管理運営を委ねる指定管理者制度を順次適用してきました。
　この制度適用について、今年度で指定期間が満了となる施設などあり、次期指定の審査、検討を行う指定管理
者選定委員会（町長の諮問機関、委員６名）を組織するにあたって、公募委員を町民の皆さんから募集します。

■委員の募集人数
　１名
■委員の応募資格
・町内に住所を有する18歳以上の方（高校生は除く）
・平日の日中２時間程度の会議に複数回出席できる方
■委員としての任期
　平成 30 年度内（報酬有り）
■応募期間
　平成 30 年 12 月５日㈬～ 12 月 27 日㈭　※必着

■応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入のう
え、持参・郵便・FAX・電子メールのいずれかの方法
で提出してください。応募用紙はホームページまたは
役場企画課にあります。電子メールの場合、件名に「指
定管理者選定委員会の委員応募」と明記してください。
■選考方法
　提出された応募用紙を基に審査選考し、決定します。
■問い合わせ先
　役場企画課　企画調整係　担当 	蜂須賀徹

Information
　　詳しくは最終ページをご覧ください
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　　　　　　平成 30 年度入札結果　　（9月 21 日、10 月 22 日執行）
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

町民体育館改修工事 川戸 宮﨑工務店㈱ 49,600,000 円 総務課

健康増進センタートレーニング機器購入事業 川戸 ㈱ナカムラ 8,800,000 円 教育課

町道 2157 号線・2256 号線調査測量・境界確定・
分筆業務委託 萩生 東洋測量設計㈱

吾妻支店 750,000 円 総務課

あづま温泉桔梗館改修工事 新巻 吉田工務店 6,620,000 円 地域政策課

町道 2279 号線（下宿）道路改良工事 大戸 ㈲現金屋 4,700,000 円 建設課

萩生田谷地区　農作業道整備工事（県単小規模） 萩生 宮﨑工務店㈱ 5,450,000 円 建設課

大泉寺川　ボックスカルバート設計業務委託 植栗 東洋測量設計㈱
吾妻支店 3,500,000 円 建設課

下郷団地（75-3 棟）　屋根改修工事 川戸 加藤建設㈲ 3,380,000 円 建設課

合併処理浄化槽設置工事（30-13 工事） 須賀尾ほか 宮﨑工務店㈱ 1,700,000 円 上下水道課

合併処理浄化槽設置工事（30-14 工事） 三島ほか 富沢設備㈱ 1,700,000 円 上下水道課

坂上小学校　空調設備設置工事実施設計業務 本宿 ㈱高橋建築設計事務所 1,900,000 円 教育課

■問い合わせ先　各担当課まで

ニューイヤー駅伝 2019in ぐんま
　日本のトップアスリートが集結し、熱き戦いを繰り広げる『ニュー
イヤー駅伝 2019in ぐんま』が新春の上州路を舞台に繰り広げられます。
■日　時　平成31年１月１日㈫　９時15分スタート
■走路コース
　群馬県庁→高崎市役所→前橋市公田町→伊勢崎市役所→太田市役所
→桐生市役所→伊勢崎市西久保町→群馬県庁
■問い合わせ先
　県庁生活文化スポーツ部スポーツ振興課　（☎ 027-226-2081）

町からのお知らせ

あづま温泉桔梗館だより
　今月のイベント情報をお知らせします。　

★ 1月１日㈫　元旦イベント
　当日有料の来館者に対して、「みかん」を１つ
プレゼントします。
■問い合わせ先　あづま温泉桔梗館（☎ 59-3533）
◎臨時休館のお知らせ（浴室の改修工事のため）
　1月 21 日㈪からおおむね１カ月休館とさせて
いただきます。なお、詳細につきましては後日お
知らせします。ご理解ご協力お願いいたします。
■問い合わせ先　岩櫃ふれあいの郷（☎ 68-2261）

★年末年始営業時間変更のご案内
　12 月 29 日㈯から１月３日㈭の６日間は営業時間が、
10 時から 18 時までの営業となります。１月４日から
は通常営業となります。
※食堂は 15 時まで、カラオケは 16 時 30 分まで
★ 12 月 10 日㈪　年忘れカラオケ紅白歌合戦
★ 12 月 24 日㈪・25 日㈫　クリスマスイベント
★今年もイルミネーションを灯します
★指圧師による施術を受けてみませんか
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北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　12 月 10 日㈪から同月 16 日㈰までの一週間は「北朝鮮人権問題啓
発週間」です。
　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解決を始め
とする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処が、国際社会を挙げ
て取り組むべき課題とされる中、この問題についての関心と認識を
深めていくことが大切です。
■問い合わせ先
　前橋地方法務局人権擁護課　（☎ 027-221-4466 代表）
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ム
が
出
場
し
、
郡
内
11
チ
ー
ム

で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

夏
の
会
長
杯
の
雪
辱
を
き
し
て
臨
ん
だ

大
会
で
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
夏
の
大
会

よ
り
上
達
し
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ト
ミ
ー
ズ
は
サ
ー
ブ
が
上
手
に
入
る
よ

う
に
な
り
、
基
本
的
な
プ
レ
ー
も
上
手
く

な
っ
た
の
で
一
回
戦
を
勝
ち
、
二
回
戦
も

い
い
試
合
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ
は
、
つ
な
ぐ
バ
レ
ー
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
点
の
取
り
方
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
順
当
に
勝
ち
上
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
で
は
相
手
を
意
識

し
す
ぎ
て
ミ
ス
が
目
立
ち
力
を
だ
せ
ず
に

夏
の
大
会
の
借
り
を
返
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

★
一
回
戦

　

ト
ミ
ー
ズ	

２
対
１　

長
野
原
Ｊ
Ｖ
Ｃ

★
二
回
戦

　

ト
ミ
ー
ズ	

０
対
２

　

北
軽
井
沢
小
バ
レ
ー
部

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ　

	

２
対
０

　

嬬
恋
東
部
Ｖ
Ｂ
Ｃ
・
Ｃ

★
準
決
勝

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ　

	

２
対
０

　

北
軽
井
沢
小
バ
レ
ー
部

★
決　

勝　

　

Ｖ
Ｂ
Ｃ　

	

０
対
２　

嬬
恋
Ｊ
Ｖ
Ｃ

◎
『
私
が
頑
張
っ
た
こ
と
は
ト
ミ
ー
ズ
で

一
勝
す
る
こ
と
で
す
。
Ｖ
Ｂ
Ｃ
の
仲
間
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

も
聞
い
て
一
勝
で

き
て
良
か
っ
た
で

す
。
12
月
の
大
会

は
サ
ー
ブ
を
確
実

に
入
る
よ
う
に
し
、

レ
シ
ー
ブ
を
安
定

さ
せ
て
少
し
で
も

試
合
に
で
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。』

（
ト
ミ
ー
ズ
六
年
・
都
筑
も
も
）

◎
『
12
月
の
県
会
長
杯
に
向
け
て
の
目
標

①
平
常
心
！

　

常
に
平
常
心
を
保
つ
た
め
に
心
を
落
ち

着
か
せ
る
方
法
を
考
え
る
。

②
ラ
ス
ト
は
気
持
ち
よ
く
！

　

真
剣
に
練
習
し
、

ラ
ス
ト
の
会
長
杯

は
気
持
ち
良
く
終

わ
る
。

③
身
の
回
り
を
き

　

れ
い
に
、
清
潔

　

に
！

　

バ
レ
ー
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
自

分
の
心
も
き
れ
い

に
保
ち
練
習
に
取

り
組
む
。』

（
Ｖ
Ｂ
Ｃ
六
年
・
竹
渕
優
亜
）

	　

今
年
度
の
大
会
は
12
月
の
県
の
会
長
杯

の
み
に
な
り
ま
し
た
。
一
年
の
締
め
く
く

り
の
大
会
で
す
。
み
ん
な
で
限
ら
れ
た
練

習
に
集
中
し
、
一
点
一
点
の
重
み
を
大
切

に
し
、
伸
び
伸
び
と
試
合
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
火
曜
日
・
金
曜
日
に
町
民
体
育
館
で
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
出
か
け
て
く
だ
さ
い
）

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ
・
富
澤
辰
男

　町では群馬テレビの

ニュース番組『ニュース

JUST815』へ毎週イベン

ト情報を提供しています。

地域のお祭りなどの町内行

事をご紹介したい方は、行

事のある３週間前までに役

場企画課広報統計係までご

連絡ください。

投
稿　

第
２
回

楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

投
稿　

『
雪
辱
な
ら
ず
準
優
勝
』

東
吾
妻
Ｖ
Ｂ
Ｃ

みんなの広場
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　平成 29 年度から着手しました新庁舎建設工事も 12 月の完成に向けて順調に進んでいます。

　新庁舎への移転および業務開始については以下の「移転スケジュール」をご覧ください。

　また、分散して業務を行っていました上下水道課と教育課（学校教育業務）についても新庁舎へ移転となります。た

だし教育課（社会教育業務）については、これまでどおり東支所となります。

■移転スケジュール

　【平成 30 年 12 月 28 日㈮】　現在の庁舎で通常どおり業務を行います。

　【平成 30 年 12 月 29 日㈯】　17 時 15 分以降の宿直業務から、新庁舎へ移転します。

　　※年末年始の平成 30 年 12 月 29 日から平成 31 年１月３日は宿日直業務のみとなります。

　【平成 31 年 1 月 4 日㈮】　　　新しい庁舎で通常どおり業務を行います。

■移転先　東吾妻町大字原町 1046 番地

■電話番号　68-2111（代表）　※電話番号の変更はありません。

■一般見学会

　新庁舎の一般見学会を平成 31 年１月４日・５日の２日間で開催します。

　皆さまのお越しお待ちしています。

　【平成 31 年１月 4 日㈮】　見学時間：13 時 30 分～ 16 時 30 分

　【平成 31 年１月 5 日㈯】　見学時間：   9 時 00 分～ 16 時 00 分

■問い合わせ先　役場総務課　（☎ 68-2111 担当  玉橋晃・日野辰彦 ）

まちの人口
～平成 30 年 11 月１日現在～

 ●男 6808 人

 前月比 （－７人）

 ●女 7,109 人

 前月比 （ー６人）

 ●人口 13,917 人

 前月比 （－ 13 人）

 ●世帯数 5,632 世帯

 前月比 （＋ 1 世帯）

12 月分の納期限は 12 月 25 日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

水………………… 300㎖
粉かんてん……………4g

砂 糖 ………………… 50g

牛乳……………… 300㎖
ゴールドキウイ…… １個

緑色のキウイ……… １個

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ○ ○ ○ ●
軽自動車税 ○
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ● ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

－材料（８人分）－　

●作り方

①キウイフルーツは輪切りにし、お好みの大きさにカットします。

②鍋に水と粉かんてんを入れて火にかけ、かき混ぜながら煮ます。

　沸騰してから 2 分間煮ます

③砂糖を入れて溶かし　火を止めてから牛乳を加えて混ぜます。

　型に流し込み、キウイを並べて冷やし固めます。

④固まったらカットして、残しておいたキウイを飾って完成です。

おすすめ健康料理レシピ○153

『役場庁舎移転』のお知らせ

『みるくかんてん』 1 人分の栄養価

　エネルギー 66kcal　タンパク質 1.4g　脂質 1.5 ｇ　食塩 0g

ベイシア様

旧庁舎

コンベンション
ホール

主要地方道路高崎東吾妻線

国道 145 号線

吾　妻　川

あおぞら様

至渋川市→

至中之条町→←至長野原町

←至長野原町

マルエドラッグ様

中央公民館
群馬原町駅

東吾妻町新庁舎

至
郷
原
駅

至
中
之
条
駅
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